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Kinki Regional Development Bureau  

  Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 
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配布日時 
平成 31 年 1 月 31 日 

14 時 00 分 資 料 配 布 
 

                   

件     名 

手づくり郷土賞（国土交通大臣表彰） 

2 団体に認定証授与式を開催 

  

概     要 

◆今年度の「手づくり郷土賞」として、近畿地方整備局管内から

一般部門 2件が選ばれ、認定証授与式を行います。 

 

◆授与式の概要 

○日  時 平成 31 年 2月 5 日（火）16 時 00 分～ 

○会  場 近畿地方整備局（合同庁舎第 1号館） 

      第 1 別館 2階 203 共用会議室 

○主な次第 １）概要説明 

      ２）主催者挨拶 

      ３）認定証授与 

      ４）記念撮影 

 

◆認定証の授与を行う 2団体は下表のとおりです。 

      （各選定団体の活動内容については、資料 2をご覧ください。） 

 

◆当日は取材可能です。 

 開式までに、会場に起こし下さい。 

団体名 案件名 

「雲
くも

原
はら

砂防イベント」実行委員会 

【京都府福知山市】 

「雲
くも

原
はら

砂防イベント」 

（よみがえれ地域の力「探訪 雲
くも

原
はら

砂防砂防」） 

特定非営利活動法人 

京おとくに・街おこしネットワーク 

【京都府長岡京市】 

京都おとくに地域の情報発信と魅力ある街づくり 

  

取  扱  い                      

  

配 布 場 所 近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、京都府政記者室 

  

問 合 せ 先 

近畿地方整備局 企画部 企画課 課   長 寺尾
て ら お

 直樹
な お き

 

                 建設専門官 田中
た な か

 雄三
ゆうぞう

  

ＴＥＬ０６－６９４２－１１４１（代表）内線 3151、3153 

ＴＥＬ０６－６９４２－４０９０（夜間） 

 



認定証授与式の概要 

 

 

 手づくり郷土賞は、地域の個性・魅力を創出し、良質な社会資本及びそれと関わり

をもつ優れた地域活動を広く募集・発掘し、これらを全国に広く紹介することにより、

個性あふれ活力ある郷土づくりに資することを目的として、昭和 61 年度に創設され

平成 30年度で 33回目となる国土交通大臣表彰制度です。 

 

 手づくり郷土賞選定委員会での選定を経て、本年度は、優れた取組 23 件（一般部

門 20 件、大賞部門 3 件）が手づくり郷土賞として選定されました。そのうち、近畿

地方整備局管内からは一般部門 2件が選定されています。 

 

 今般、近畿地方整備局管内から選定された 2団体に対し、手づくり郷土賞認定証の

授与式を下記のとおり執り行います。 

 

 

 １．日時 

    平成 31年 2月 5日（火）16時 00分～ 

 

 ２．会場 

    近畿地方整備局（大阪府大阪市中央区大手前 1-5-44） 

    第 1別館 2階 203共用会議室 

    （詳細は、資料 1をご覧ください） 

 

 ３．主な出席者 

    「雲原砂防イベント」実行委員会（委員長） 

    特定非営利活動法人 京おとくに・街おこしネットワーク（代表） 

    近畿地方整備局（局長） 

    （各選定団体の活動内容については、資料 2をご覧ください。） 

 



資料1
「手づくり郷土賞」認定証授与式　会場のご案内

会場は、合同庁舎第１号館の第1別館

２階 203共用会議室になります。 

第1別館にはセキュリティゲートは設

置されていませんので、そのまま入館

できます。 

【第1別館 2階 配置図】 

第1別館 

合同庁舎第１号館 



「雲原砂防イベント」 （よみがえれ地域の力「探訪 雲原砂防」） 

京都府福知山市 

「雲原砂防イベント」実行委員会 

国登録記念物第1号となった 
「雲原砂防施設群」 

雲原地域の風景 

地域資源を活かした地域探訪ツアー 世界でひとつの 
「ドラム缶転がしタイムレース」 

   

  過疎少子高齢化が進む雲原川地域の地域住民や各種団体が集
い、地域探訪ツアー（毎年）、ドラム缶転がしタイムレース（毎年：1000
人）、砂防施設や地域探訪ツアー（毎年：100名）、歴史的資産である
「雲原砂防」を活かした地域づくりを展開。 
  取り組みを通して住民の間でのコミュニケーションが密になり、若い
女性が移住したり、Uターン者も出るなどの定住化にもつながってい
る。近年は取り組みを通じて「雲原ファン」が増え、力をあわせてイベ
ントの企画運営をするなど地域外との交流が広がっている。 

活動内容 

資料2 



京都おとくに地域の情報発信と魅力ある街づくり 

京都府長岡京市 

特定非営利活動法人 京おとくに・街おこしネットワーク 

紅葉で落ち葉道となった「西山古道」 

2007年に 
「京おとくに観光文化検定」を実施。 

西山古道で杉の丸太橋を手摺付きの 
パイプ端に架け替え 

柳谷の門前に植樹した「陽光桜」 

   

  「京おとくに観光文化検定」の受験者で市民活動団体を結成（2008
年3月）。以後今日まで10年間、毎週月曜日を活動日として定期的に
下記事業を継続して取り組んでいる。 
  西山古道の整備やハイキングマップの作成、平和の桜「陽光桜」の
植樹（400本以上）をしてきました。西山古道は10年間定期的に整備・
補修を続けている。今では関西でも屈指のハイキング道として多くの
ハイカーに楽しまれたり、「京都西山連峰トレッキングマップ」は7000
部を突破し、この地域の魅力PRに貢献している。 

活動内容 



国土交通大臣表彰「手づくり郷土賞」とは 

 地域の個性・魅力を創出し、良質な社会資本及びそれと関わりをもつ優

れた地域活動を広く募集・発掘し、これらを全国に広く紹介することにより、

個性あふれ活力ある郷土づくりに資することを目的として、昭和６１年度

に創設された国土交通大臣表彰制度。平成３０年度で３３回目。 

委 員 長 鈴木 伸治   横浜市立大学国際総合科学部教授 

委   員 河野 まゆ子 株式会社ＪＴＢ総合研究所主席研究員 

委   員 関 幸子    株式会社ローカルファースト研究所代表取締役 

委   員 田中 里沙   事業構想大学院大学学長 

委   員 平野 龍平   富士急行株式会社社長室アドバイザー 

委   員 福井 恒明   法政大学デザイン工学部教授 

（敬称略）   

手づくり郷土賞選定委員会（平成３０年度） 

 有識者からなる手づくり郷土賞選定委員会により、幅広い観点から審査
し選定しました。 

◆手づくり郷土賞の概要 

◆手づくり郷土賞選定委員会 

◆全体スケジュール（平成３０年度） 

認定証 

授与式 

2月19日 

発表会 

（交流会） 
1月28日 

選定結果 

の公表 

12月14日 

選定委員会
による選定 

12月1日 

募集 

6月26日 

～9月1日 

 【一般部門】 
  はじめて「手づくり郷土賞」の受賞を目指す団体から表彰 

 【大賞部門】 
  過去に「手づくり郷土賞」を受賞し、その後の活動が拡充した団体を表彰 

（参考） 平成30年度手づくり郷土賞応募要領は以下のURLをご参照ください。 
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/entry/boshuu/bosyu.pdf 

認定証 
授与式 
2月5日 

選定結果
の公表 

11月22日 

選定委員会
による選定 
11月12日 

募集 
6月1日 

～8月20日 

発表会 
（交流会） 
12月15日 

応募（近畿） 
一般部門9件 
大賞部門2件 

受賞（近畿） 
一般部門2件 

参考資料 


